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1．は じめ に

　鉄筋 コ ン ク リ
ー ト造高層建物に お け る 1階の 外柱 は、地震時に は 、 二 軸曲 げ剪断力 の 外

に 、大 きな剪断力と転倒 モ
ーメ ン トによ る変動軸力 な どの 影響を受 ける 。 こ の ような柱 の

剪断抵抗性状は
、 軸方 向力が 極端 に 大 きくな らな い 限 り 、

一定軸力 を受 け る一軸方向 の 繰

返 し水平加力下 に おけ る挙動に 類似 し 、 剪断耐力は
一
軸の場合よ り もや や低 くなる事があ

る もの の
9 ） 11 ）

、 厩往 の 算定式で剪断耐力の 推定が 可ee　1 ”s ） s ｝

で あ る と い う。

　
一
方 、 高軸力を受け る場合 に は 、 最大耐力後 の 保持 力の 低下が急激で

η

靱性に 乏 しい 破

壊とな る
重 ゜ ｝ばか り で な く 、 不安定な変形性状を示す事が指摘され て い るが、 こ れ らの 点 を

系統 的な実験に よ っ て 定量的 に検討 した例 は少な い 。

　本論文 は 、 RC柱 に作用す る
一
方向の 繰返 し水平力 が正方形断面 の 中心 を通 る柱 を対象 に

選 び 、 そ の 中心 を通 るX， Y両軸の い ずれか一方の 軸 に 対す る水平加 力方向 の 角度が 0°

、 22．5°

及び 45 °

の 3種で 、軸力箆 が 一9、1か ら 0．5まで 5種類に変化す る場合の剪断抵抗牲状 に及 ぼ

す差異 を比較検討 し、R（駐 の 剪断設計の た め の 一資料 とす る こ とを 目的 とす る 。

2 ．実験概要

　 2．1 試験体

　図
一 1に示すよ うに、柱の 上下 に 加力用 の 梁型 ス タ ッ プ を有する 1型試験体14体よ りな

る 。 柱断面 は 、 高軸圧縮応力度 σ 。
・一一N／bD＝150kgf／cm2 の 載荷が 可能 と な る よ う試験機の 容

量を考慮 して 、 全試験体 と も一辺 が 18cmの 正方形断面 と した 。 柱 の 内法高 さは 45cmで （he／

D− 2彫 QD＝2．5）、 主筋 1こ は SD30級 の D13を 8本配置 し（Pg 溺 3．136％）、 帯筋に は 4φ鉄筋を 用

い て P 瓔
＝0．213％とな る よ うに 全試験体 とも同一配筋 とした 。

　試験体 の 種類は 、 表
一 1 に示す よ うに 、柱断面 の 主軸に 対す る水平加 力 の 角度 θ を 0 °

（

OA柱）、22．5°

（2A柱）及び 45°

（4A柱）の 3種と し 、
コ ン ク リ

ー
トの 圧縮 強度 を一定 （σ 。

＝300

kgf／c皿
s

）と して 、 軸力比 η （・σ 。 ／σ B ）を 一〇．1、　 O、　 O．2、 0．4及 び 0．5の 5種 に 変化させた 。

尚、全 試験体と も剪断で 破壊す るよ うに 設計 した 。
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図一 1　 試験体の 詳細

● ：歪 度計 測 位 置

表一 1　 試験体の 種類

、
　 η

一〇．1000 ．20o ．400 ．50
σo 一30o 60120150

θ　 （t）一9、ア2019 ．4438 ．8848 。60
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　　鬯
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　　謄
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n 一σ。ノcr。、
，

σ
。
− N ／bD　kgf／c恥

2
，
　 Nlt 。・

　　　　　 表
一 2　 材料の 性質

種珊
懸藩積

　c皿
2

　　σykgf
／cmEsx106kgf／cm2

　 Concre 辷e

（Slump　 18　c皿 ）

4φ
D10D13D19

0．1230
．7131
．2672
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25403600347036302 ．07
−

1．81
一

海　砂 ≦2 ．5  

川砂利≦ 10 皿
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1 ： 2．64 ： 3．46
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　 2．2　使用材料 の 性質 と試験体 の 製作

　表 一2に は 使用 した 材料 の姓質を示した 。 試験体の 製作に は 、 120を用 ドラ ム 型 コ ン ク リ

ー ト ミ キ サ ーを用 い て 混練 し、
メ タ ル フ ォ

ーム 型枠内に 平打 ち込み と した 。打設 3日目に脱

型 して 所要強度 の約 70％ を発揮す るま で ビ ニ ー
ル シ ー トで 密封養生 を行 い 、 以後実験室内

に放置 して 、 材令 40〜58日で 試験 を行 っ た 。

　 2．3 加力装置

　図一2に示 す よ う に 、 L 型 フ レーム を介 して 柱に 水平 力（  号機に よ る）と軸力 （  号機に よ

る） とを加え る 。 ア ク チ ュ エ
ー

タ  は
、 水平加力中に 上下両 ス タ ッ プ の 平行度を保持出来

るよ うに 、 L 型 フ レ ーム の 回転防止制御用の もの で ある 。 柱 に作用す る剪断力に は 、   と

  ア ク チ ュ エ ータ の 角度変化に よ る影響を考慮 した 。 尚、 L 型 フ レ
ーム に は 、 作用水平力

の 直交方向に 捩 れ防止用の 振れ止め （図中口印 3個所〉を設 けた 。

　2．4　繰返 し方法 と計 測方法

　全試験体 と も 、

一定軸 力 の 導入後 に 、 変位制御 に よ っ て正 負の繰返 し水平力を加え るが 、

繰返 し の 水平変位が O．9mm （部材角 で R・1／5eD ＝2x10LSrad ．）毎の 漸増で 加力 し 、 耐力後の

保持力が最大荷重 の 約 70％以 下 とな る ま で 載荷する こ とを原則 と し た 。 柱 に 作用す る水平

力や軸方向力 の 検出に は、それ ぞ れ の 装 置 に

組み 込 まれ た ロ
ー ドセ ル を用 い た 。

　柱の 水平変位 の 計測 に は、加力用梁材軸中

心線位置の 両側面 に 固定 した上下二 対の ゲー

ジホ ル ダーの 先端 に取 り付け られ た 4個 の 差

動 ト ラ ン ス を用 い た 。 ま た
、 図

一 1に 記 した

鉄筋表面 に は、検長 2mm の ワ イ ヤ
ー

ス ト レ イ

ン ゲージ を 貼付 し 、 そ の 歪度 を計測 し た
。

こ

れ らの 計測値 は 、
パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ユ ー
タを

通 じて フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク に記録 した 。　　　　　　 図一 2　加力装 置

3 ．実験結果とそ の 検討

　 3．1　破壊 に至 る経過

　加力方向 の 角度 θが 22．5°

（2A柱）と 45°

（4A柱）の 柱の 破壊 に 至 るまで の経過 は 類似 して い

る の で 、図
一3に は 、 代表例 と して こ の 二 種 の 柱 の 最大荷重時と実験 終了時に お け る ひ び割

れ状況 と剪断破壊状況 、 並 び に 、 荷重 ・変位曲線 の 関係を軸力比 η 別 に示 した 。

　水平力の 加力後間 もな く柱 の 上下端部 に最初 に 曲げひ び割れ が発生 し、続 い て 曲げ剪断
ひ び割 れ と剪断 ひ び割れ が そ れぞ れ発生す る 。 こ れ ら の ひ び割れ は 、 2サ イ ク ル 目の ピーク

荷重 時（R＝4x10
’3rad

．）まで の 間に殆 ど総て の 柱に 生ずる が 、 2A柱 や4A柱 の 弾性時 に 於け

る剪断応力度分布が水平加力時 に於 ける 柱幅 の 中央で 最大 とな らな い た め に 、 図示 の よ う

に 中央 の 出隅稜線部分 に は剪断ひ び割れ を生 じな い
。 そ の 後 に発生す る主筋沿 い の 付着ひ

び割 れ の 発生や 進展状況 は、次の よ うに η の 大小に よ っ て 幾分異 な る 。

　即 ち 、 η が約 0．2と0及 び引張とな る柱の 場合 に は、主 と して 加力時 の外縁 に相当す る位

置 の 主筋沿 い に 付着ひ び割れが 生 じ、既 に発生 して い る他 の ひ び割れ も進展 して 、OA柱で

は繰返 し4〜5回 目（R＝8・・IOx10
−3rad

．）， 他 の 2A柱 と4A柱 で は繰返 し3〜4回 目 （R＝6〜8x10
−3

rad ．）に最大荷重 に 達 した。そ の 後の 繰返 しに よ り、主筋沿 い の付 着ひ び割れ の 発展 と ひ

び割 れ幅の 拡大 に よ り終局 に至 っ て い る 。

　η が約O．　4と0．5の 柱 の 場合 に は 、試験体OA4の み は繰返 し3回目に 柱上下の 隅角部を結ぶ

方向に 突然大 きなひ び割れ を発生 し急激 に 保持力が 低下 した 。 こ れ に対 し、他 の 5 体 の 柱
で は 繰返 し 2 回 目（R＝ 4x10

−3rad
．）に 、主 として 中段主 筋沿い に 斜め ひび割れ を発生 して
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時 Q〔）
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撕
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　 　 　 　 　 終 了 時　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 終 了 時

　　　　　　　　　　　　図
一3　破壊状況 と荷重 ・変位曲線

最大荷重 に 達 し 、 そ の 後の 繰返 しに よ り 、 最外縁位置の 主筋沿 い に も付着ひ び割れ を発生

しなが ら、中段筋沿 い の ひ び割れ 幅の 拡大に よ り保持力が低下 し終局に 至 っ て い る 。

　以上の よ う に 、 η が 大 き い 柱 ほ ど最大荷重 時 に於 け る 剪断ひ び割れ の 開 口 ・進展状況が

引張外縁 の 主筋沿い か ら中段主筋沿い へ と変化 し 、 そ の 時 の 部材角 も幾分小 さ くな っ て 、

耐力後 に お け る保持力 の低下 が急激で あ る 。 また 、OA柱 の よ うに 一軸方向 の 加力 を受け る

場合 よ りも、 2A及び 4A柱 の よ うに 二 軸方向の 加力を受 け る柱 の 方が最大荷重時の 部材角 も

幾分小 さ くな る傾同が あ る 。

　尚 、 鉄筋の 歪度の うち 、 2A柱 と4A柱 の 最外縁位置 に あ る隅角部 の 主筋以外 は 、最大荷重

時以前 に 降伏歪 に達 しなか っ た 。 帯筋 に っ い て は、 θや η の 違 い に拘わ りな く、最大荷重

時又 は それ 以後 ‘こ 於 け る繰返 し加力 に よ っ て 殆 ど の 帯筋が降伏歪に 達 した 。

　 3．2　荷重 ・変位曲線

　図
一 4 に は、荷重 と変位 （1）

包絡線 （正 負 の 平均）を η と　
12

θ別に比較 した 。 （a ）〜（c）図

に 示すよ う に 、
θ の 違 い に

拘 わ りな く η の 増大 に 伴 っ

て 最大荷重 はや や大 き くな 0

り、 そ の 時の 変位は逆 にや や小 さ

くな るが 、η が約 0．4以上 で は 、
こ

の 現象が不安定 とな っ て い る
。 ま

た 、 （d）〜（f）図に示すよ うに 、 η が 0

と引張の 場合に は 、 θ ＝O’の OA柱

は他の 柱よ り僅かで は あ るが最大

荷重値 もそ の 時の 変位 も大 きい 値

を示 して い る。

終 了 時
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　 図
一 4　 荷重 ・ 変位包絡線
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　 3．3 ひ び割 れ強度
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　tqbc 　tQbc

　a）　曲げひ び割 れ強度　　（t）8 　（t）8

　図一5 に は 、最初 に柱端部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4
に発生 した 曲げ ひ び割れ荷重

実験値 を η と θ別に
、 又 、 表　　　　Q　　 O．2　　 0．4　 n　　 o。　　 22．5。 　　45。θ

一3 に は 、 加力方向の 角度 を　　　　　 図一 5　曲げひ び割れ荷重実験値

考慮 して求ま る（1）式（表一一3脚注参照 ）計算値 と実験値 と の 比 較を示 した 。 図示 の よ うに θ

の 違い に拘 わ りな く η の 増大 に伴 っ て ひ び割れ荷重 も高 くな るが 、 η が約 O．2以上 の 範囲で

は 、 特に θ ＝ 45°の 4A柱 の 荷重 増大率 が緩慢 とな っ て い る
。 実験値の 計算値に対す る比率に

つ い て は 、軸方 向応力度が コ ン ク リ
ー

トの 引張強度 に 近似 した た め に 、 軸力導入中 に 柱端

部 に 発生 した ひ び割れ の 発見 に 遅れ が あ っ た こ と と、計算値が極 め て 小 さ い た め に 実験値

との 差が極端 に 大 き くな る こ と等か ら 、 引張軸方向力 を受 け る 2体 の 柱を除 い た比 率 に つ

い て 比較す る こ と にす る。

　 こ の 場合 の 比 率 は表 一3に 示 した よ うに 、 OA柱 の ば らっ きよ り も他 の 2A及 び4A柱の ば らつ

きの 方が大 きい が 、 3種 12体の平均は 1．05， 標準偏差 0．196， 変動率 18．7％とな っ て 、η や θ

の 差異に 拘わ りな く良 い 対応 を示 して い る 。

　b）　剪断ひ び割れ 強度

　図一6 に は 、 剪断ひ び割れ
tQ
養

荷重実験値 （正負の 平均）を η
（t）

と θ別に示 した 。 （a）図に示

すよ うに、 η の 増大に伴 っ て

実験値 は高 くな るが、θ の違

い に っ い て は 、 　（b）図の よ う

に殆 ど差異 は 認め難い 。

o O．2 o．4　　 n

tqsc
　 12
（t）

o° 22．5°

図 一6　 剪断ひ び割れ荷重実験値

450e

　表 一3に は 、 （2）式 によ る正方形断面柱 と して の 計算値 と実験値 とを比 較 したが 、 η の 範

囲や θが同 じ柱 4 体毎の 比率 の 平均値 で 比 較す る と、OA柱の 比率が 1．13とな る の に対 して

2A柱や 4A柱 の 比率は共 ic　1．08とな り 、 OA柱よ りも約 4．5％低 い がそ の 差 は僅少 で ある 。

　な お、（2）式計算値 に対す る実験 値 の 比 率 の全平均 は 1．07、標準偏差は 0．133、変動率 は

12．5％とな り 、 θ が変化す る柱 に対 し て も（2）式 に よ る計算が 可能で あ る事を示 して い る 。

　 3。4 剪断終局耐力

　 a ）　実験値　 同一
繰返 し

回数時 の 正 負荷重の 平均が最揩
U

　階
U

大 とな る時 の 値 を最大荷重実 12 　 12

験値 tQsuとして 採用す る （但

し、 正 負 の 片側で 最大荷重 を

示 し急激 に保持力が低下 す る　 　 　
0
　 　 °・2 　 　0・4 　n 　 　 o°　 22・5°

　 45 “ e

場合に は 、 そ の と き の 荷重 と　　　　　　　図一 7　剪断終局耐力実験値

前回の 繰返 し荷重 との 平均を採 る） 。 こ の 最大荷重 の 多段配筋柱 の 曲げ耐力計算式
12 〕

（表
一一

　3中の （3）式）に対す る比率 は 、表 一 3 に 示すよ う に 、 引張軸力を受 け る 2 体の 柱の み が

1．Oを超え て い るが他 の 柱 は 1．　O以下 の 値 とな り、図 一3 に 示 した よ うに全試験体 と も剪断

破壊 が卓越 し た こ とを示 して い る 。

　図一7に は 、 剪断耐力実験値を η とθ別 に示 した が 、 　（a）図中 に は 、 σ r337kgf ／cm2 と

した 時 の （5）式計算値と 、 日本建築 学会 の RC造耐震設計指針案
13 ⊃

に よ る A 法及び B 法計算

値を併記 した 。 図示の よ うに
、 η 〈 0．4の 範囲で は 、 全試験体 とも η の 増大に ほ ぼ比 例 して
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表
一3　実験結果の

一
覧　 （記 号 は 建 築 学 会 RC 規 準 に よ る）

記

号 董 瓢 講
ひ び 割 れ 荷 重 時

tqsc 　　tQSC

t。 n 　 雨

322 　（33員9）　 0
324　（30眇2）　　0●185
345　（30．0）　　0 ．348
−337　（26。ら）　．．p。445
325　（29．4）　　0
329　（31。4）　　0 ．182
314　（28．フ）　　0 ．382
308 盤 5）　　0．皇」旦Z
309　（30．9＞　−0悖097
346　（30．3）　　0
307　（31．8）　　0、195
322　（29曹6）　　0．323
312 （毳鴇 蒟 覆

一・一

　 標 準　 偏　差
　 変　 動　 率 ％

　 ．30　　1．36　1　 5．00　　1 ．06
i　1．90　　】．．07　i　5980 　　1 ．03
4．200 ．82i9 ．8。 1 ．23
8．60　　1 ．02 　113 ．25

　 　 　 　 　 　 　

　8， 70　0．86111 ．6q
　1・00　　0卩73　i　5・00
4．20　 　 　 1．07 ・

　 　 　 　 　 　 　 9．70
　8．30 　　1 ．29 　｝10．95
ユq召9− 1 ・絆 〜』 9

tQsuton

幽

瓸

002AO2A22A42A54AI4AO4A24A44A5

比

率

0．481 ｝　6．20

鷹

　　11926
　t14，48

Og20 　 3卩33　　 3．40
　 　 　 　 　 　

ま：ll　l：；s　3il；
5・80　◎・97iIO ・7e
　 　 　 O．87　

匿12．00　　1．071
．05　112●98

　 　 　 12。56

　　最 大 荷＿重 一．時．
ヒQsu　tQsu 　tQsu 　 tQsu 　R（rad ．）
cQf 一 裡」＿＿至亘亟亘：　x10

−3

6．86　　1●09
9．86　　0．97

13．03　 0．82
　 　 　 0．79

＿．Q並丘．、

　 1。11
　 0．92
　 0 ．68

　 　 　 0 ．69
　 　 　 0．67

0．91　 0G84 　　0腎69 　　 8 ．04
1聖06　1．Zl　　1曹01　　10 ・04
1．17　 1．15　　1 。14 　　　7 ．96
1．23　ユ．08　 1906　　 4．58
工4Lq ．，．登廴＿q2．9幽 ＿

O．90　0．98　1 ．02　　0 ．93　　　8．02
0．69　0 ．98 　0．97　 0・95　　5 ．60
0．70　1，19　0．96　　1・01　　　3齢98
0．74　1陰30　0齢95　　工・09　　 3．73

0．95 　0 ．≡｝2　 0，80 　　8●OO
O599 　1 ．02　　0購90 　　　8 ．02
1。05　1．0ユ　　1◎01　　　4●36
1 。17 　0 鯵95　 工●00 　　 3．89
1．17　0 。86　　0。98　　 3 ．58

　。05）　1ゆ23　1
　．196 ）0．6M

．

（18．7）　49 ．9

1．07iO
．133112
，S　l

1 ．09　0 ．97　　0．96
0．113　0．088　0．112
10，3 　　9．1　 11幽6

曲 げ ひ び 割 れ 1 （蜘 ・・1・8嘱 ・z・ ＋ N ・ze／A ・ ，　 aQb ・ ・ 2・mb ・／h。
・… … 一 … … … ・・… ・・… （1）

剪 断 ひ び 劉 れ ； OAQsc ＝｛G・085・kc （σB ＋ 500 ）／（M ／Qd÷ L7 ）｝b　j，　 cQsc 　
＝（1 ÷ ve ／150）OAqsc ．・・…　（2）

・ げ黼 強度 ・ eQ … ｛・‘・・・・・
・
… yD

−
｝
−O．5−ND （・一曲 ・ ・

・… y
’
・・釜一誌一讐 諜

σy
・｝i・・（・）

A∬ 解 説 6 ・9式 ： cVu 　＝　Pw’awy ・b　・j　t ＋ tan θ（2Y／tanθ一β＞b・D・σB ！2　
・・… … … … ・… ・・… … …

（4）

蜥 欄 黻 ・ ・AQ ・ u ・｛
α1

畿鸛黠
8°）

・ … 厮 ｝・づ，・Q・ u
・（・・9 ＋ 齢）

・
。・Q・ u … … （・）

B法 の 修 正 式 ： c（葡B 冒Pw ・σ呼 bjt ＋ （1 ＋ n）・T・（1 一β）も
・D・V ・UB ・… ・・… … … … ・… … …　… （6）

（5）式計算値 と同様に 耐力 も増加す るが、η ＞ 0．4の 範囲で は既 に指摘
u ）

さ れ て い る よ うlc

本実験 に よ る鮒力増も鈍 くな っ て い る 。 又、OA柱に比較して 2A及 び 猛 柱 の 耐力は や や低 い

が 、 全試験体 の 耐力値 と も、A 法及 び B 法 の 計算値 le対 して は、軸力 の 影響が考慮され て

い な い た め に適合 しなか っ た 。

　 b）　実験値 と計算値 の 比較　　表一 3 に は、前述の 耐震設計指針案 の 解説に紹介 され て

い る軸力の 効果を考慮 した実用式
15 ）（本報の （4）式）に 対す る実験値 の 比較を示 した が、そ

の 比率 st　O．91〜 L　3Bの範囲 にあ り 、 平均 1 ・1．99、標凖偏差 σ ・C、113とな っ て 、 A 法くX ・1．53，

σ ・・O．328）や B 法 （i ＝1，13，σ ・ 0．248）よ り も は る か に良 く適合する結 果を示 した 。

　 尚 、 表
一3icは 、 従来 よ り提案され て い る（5）式 と昨年提示 した （6）式 旦田 計算値を採用 し

た場合の 比較を示 した が 、 （4）式計算値採用時以上 の 高 い精度で 剪断耐力を推算出来る こ と

を示 して い る 。

　 表一 4 には 、既往の 実験値
t ） 9 〕te本実験値を含めて 、 θ の 変化 に よ る剪断耐 力低下 の 割

合を検討 して み 允
。 実験諸元 は表示 の よ う に幾分異 な るが、諸因子 の 影響を考慮 した （5）式

を基準 に 考え ると 、 こ の 式の 計算値に 対す る実験値の 比率は表示の よ うに な る 。

　　　　　　　　　　 表 一4　 二 軸加力 に よ る剪断耐力 の低下率

資津 ＼ ． …
°

の 器 θ冒 22 ，5 ・

の 血 琶

　　　　　　　　C 　 8U
・− 45 °

の 器 笑 験諸 元

城
・
柴 田 他

2

　　　　　　　9体

1，14〜1 ．32
m コエ．24（1．00）

1 ．09〜1．24
m 冨1．18（0。95）

1．05〜1．27
m 詈1．15（0，93）

bD＝30x30c皿 ，　ho濡90cm ，　Pg 詈2．55鬼

σB
＝223 〜274kgf ！cm2 ，　n ＝0〜0。33

徳広 他
9 ，

　　　　　　　8体 畠：識 ll。G）1 「
bD 雷22x22cm ，　h 

冒66cm
，
　Pg ＝1．64 ，

匿

≧276 ％
， ρB

＝310kgf ／c 皿
2

，n 量Og165

本 実 験 値

　　　　　　　12 体

0．89〜1。14
m 躍1．02（LOO ）

　　　　　　　　　了 一
〇．94〜1．02
恥
≡0．97（0．95＞

0．87〜1．17
毘
＝O．98 （O．96）．一一冖「「…凹L」

0．85〜1 ．01
皿
≡O．95（O．93＞

　　一一r ．一 一一
bD冨18x18em

，
　ho　545

罰
面1」戸g

−
≡73：14毘

σ B
罩307 〜358kgf ／cロ

2，η
；0〜0．49

低 下率平均 （1 ．00） （0．95） （0．94）
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　そ れ ぞれ の 平均比率の θ・0
°

に お け る値を基準 に した 時 の 耐力低下率 は 、 （ ）内の 数値 と

な り、二 軸加力 に よ る剪断耐力の 低下 は約 5〜6％と計算 され る 。 こ の 値は、計算式自体の 変

動率 を考慮す る と極 め て 僅少で あ り 、 剪断耐 力の推算上 は無視 出来 る も の と考 え られ る。

4　 おわ り に

　以 上の 正 方形断面 の短柱 に よ る二 軸曲げ剪断実験 の結果 は 、 次の よ う に要約 さ れ る。

（D　軸力 の 増大 に伴 い 、剪断ひ び割れ の 進展状況が 引張側主筋沿 い か ら中段主 筋沿い に変

　わ り、 耐力時の 部材 角は やや小 とな っ て 、耐力後の 保持力の 低下 も急激 とな る。

（2） 軸力比 が 0．4程度以内で は 、 剪断耐力は 、 θ の 変化 に 拘わ りな くη の 増加 に ほ ぼ比例

　して 増加 し 、 耐震設計指針案 の A 又 は B 法よ り も解説式の 方が本実験値 に適合す る 。

（3）　水平加力 の 方 向が 二 軸 に な っ た 場合 で も 、 剪断耐力 に つ い て は一軸 の 5〜 6％ 程度 の 低

　下 で あ り、 従来 の 耐力式 によ っ て 十分推算 が可能 で ある 。

　本研究は、昭和 63年度文部省科学研究費補助金 に よ り行 っ た もの で 、 卒論生 と して 実験

に協力 され た 、 小林理 浩、細川和博両君を始 め、研究室員 の 方々 Ie謝意を表 します 。
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